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安全上のご注意

注意注意 この欄は、「損害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性
が想定される」内容です。

お願い

お願い

安全にお使いいただくために必ずお読み下さい。
●ご使用される方、他の方への危害、財産への損害を未然に防止するために、必ず守っていた
　だきたい重要な事項を記載しています。　

表示の説明

●お守りいただく内容の種類を次の表示で区分し、説明しています。　

気をつけていただきたい
「注意喚起」内容

必ず実行していただく
「強制」内容

してはいけない
「禁止」内容

誤使用防止のための
「操作説明」内容

強い雨,やや強い雨（1時間当り
の雨量が10mm以上）又は予想さ
れる時は使用しない

使用禁止

キャンバス上に雨が溜まった場合は、裏
面より押し上げて排水し、直ちに収納し
て下さい。放置するとキャンバス・本体
破損の原因となり、落下事故につながり
ます。

降雪又は予想される時は使用し
ない

使用禁止

キャンバス上に雪が積もった場合は、必
ず除去してから巻き取って下さい。その
まま巻き取ると、キャンバス・本体破損
の原因となり、落下事故につながります。

オーニングが揺れる程の強風
（風速10m/秒程度）又は予想
される時は使用しない

使用禁止

風が吹いてきたら、キャンバスにシワを
発生させないよう速やかに巻き取って下
さい。放置するとキャンバス・本体破損
の原因となり、落下事故につながります。

夜間は使用しない

朝まで張り出したままにすると、天候の
変化により、製品を破損させる恐れがあ
ります。日差しがなくなったら巻き取っ
て下さい。

留守にする時は使用しない

急な天候の変化で、製品を破損させる恐
れがありますので、外出する際は必ず巻
き取るようにして下さい。

オーニングにぶら下がったり、
物をぶら下げない

開閉を妨げたり、本体破損の原因となり、
落下事故につながります。

※風力センサーによる自動巻き取り機能は、
  感知するまでに時間を必要とするため突風
  には対応出来ませんのでご注意下さい。

※上記は日本オーニング協会「オーニング製品警告表示、商品保証等に関するガイドライン」によって定められた、
　警告表示しなければならない注意内容です。
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注意事項注意事項

お願い
お願い

お願い

キャンバスに雪・落ち葉など、
物を巻き込まない事

キャンバス凍結時の開閉操作は
行わない

煙、異常な高温、臭い、異常な
音などが発生した場合、直ちに
使用を止め、電源プラグを抜く

電源プラグ
　を抜く

火災・感電の恐れがあります。

※販売店にご相談下さい

キャンバスを弛ませたまま使用
しない

正常

正常

弛み

弛ませると雨水が溜まり、破損の原因と
なりますのでご注意下さい。

※手動タイプでの場合です。電動・電手動タ
　イプで発生した際は販売店にご相談下さい。

操作ハンドルを斜めから強引に回転させ
ると、手動ギアが破損したり、操作ハン
ドルが曲がるなどの恐れがありますので
ご注意下さい。

キャンバスは全開位置まで張り
出して使用する

キャンバスの張りの強さは、全開位置で
最大です。途中位置は張りが弱くなり、
雨が溜まり易くなります。ご注意下さい。

開閉操作は、むやみに繰り返し
行わない

禁止

連続動作をするとモーター
の加熱保護装置が働き停止
します。

※温度が下がるのに30分以上
　必要

直接水をかけないで下さい

水洗い禁止

操作ハンドルは垂直に降ろした
位置で回転させる

内部に水が入ったり、溜
まった場合、故障の原因
となります。特に電気部
品の扱いにはご注意下さ
い。水洗い等は行わない
で下さい。

雨水で濡れたキャンバスを巻き
取った状態で長時間放置しない

濡れた状態のまま放置すると、キャンバ
スに汚れが付着し変色したり、カビが発
生したりする恐れがありますので、晴れ
た日、定期的に干すようにして下さい。

製品本体・キャンバスのお手入
れは、中性洗剤以外使用しない

禁止

ぬるま湯か中性洗剤を浸し
た柔らかい布を固く絞って
汚れをふき取って下さい。

お手入れの際は、必ず電源プラ
グを抜く

電源プラグ
を抜く

不意に作動して、製品の
損傷またはケガの原因に
なります。

巻き取りの際、キャンバス上にある物は
必ず除去して下さい。そのまま巻き取る
とキャンバス・本体破損の原因となり、
落下事故につながります。

雨や雪、結露などの水分が凍結した場合、
解けるまで操作しないで下さい。キャン
バス破損の原因となります。

※上記は日本オーニング協会「オーニング製品警告表示、商品保証等に関するガイドライン」によって定められた、
　警告表示しなければならない注意内容です。

リモコンの電池は　　　 を確
かめ、正しく入れる

＋ －

向きを間違えると、
液漏れ・発熱・破
損の恐れがありま
す。
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2. 操作する前の確認

1. 構成と名称

№ 名　　称

① 上ケース

② ケース側板

③ 上ケースブラケット

④ 取付ブラケット

⑤ ベースパイプ

⑥ エンドブラケット

⑦ 巻取パイプ

⑧ アーム（右）

⑨ アーム（左）

⑩ アームブラケット

⑪ 前枠

⑫ 前枠キャップ

⑬ キャンバス

⑭ フリル

⑮ 手動ギア（SG 型）

⑯ クランクハンドル

①

②

③

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

④

⑮

⑯

⑬

⑥

⑤

※イラストは、手動タイプです。
※上図は基本的な構成を説明するためのものです。機種によって、部品形状が異なります。

・ オーニングの周辺、特にキャンバス・アーム・前枠等の可動部分が
　 人や障害物に接触しない事を確認してから操作して下さい。

・ 張り出し、巻き取りが完了し、停止するまでは必ず動作を確認し続
　 けて下さい。

・ 水滴がついたままキャンバスを巻き取ると、水滴が下に落ちます。
　 陳列した商品等を濡らさないよう注意して下さい。多量に雨水が溜
　 まっている場合、一度に流れ出す恐れがあります。十分注意しなが
   ら操作して下さい。

・ キャンバスの上に落ち葉やゴミ、雪などが積もっていないかを確認
　 してから操作して下さい。積もっている場合は、除去してから操作
　 して下さい。

・ 雨や雪、結露等でオーニングに付着した水分が凍結していないか確
　 認してから操作して下さい。凍結している場合、解けるまで操作し
　 ないで下さい。

注意)　キャンバスの異物の巻き込みや、雨水の溜まりにより製品に異常をきたした場合、必ず販売店に連絡し、
　　　 ご相談下さい。

オーニングの可動範囲に
　　　　　　ご注意下さい!!

キャンバス上に水が
溜まった場合は、注意
して巻き取って下さい  
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4. 手動機構の操作位置

3. いろいろな操作方法

5. 操作ハンドルの使い方

タイプ 操　作

手　動 ハンドル

スイッチ

電　動 センサー

リモコン

スイッチ

電手動
センサー

リモコン

ハンドル

説　明

ハンドルを廻す事により操作が可能

開・停・閉の切り替えで操作が可能

風力センサー・陽光センサーにより自動開閉が可能

離れた所からの操作が可能

開・停・閉の切り替えで操作が可能

風力センサー・陽光センサーにより自動開閉が可能

離れた所からの操作が可能

ハンドルを廻す事により操作が可能（非常用）

チェック

操作 規格

ハンドル
大

特中

長さ(全長)

2,200㎜

1,950㎜

チェック 規格

中

特小

長さ(全長)

1,700㎜

1,450㎜

チェック 規格

小

長さ(全長)

1,000㎜

チェック

操作 規　格

スイッチ

標準スイッチ

陽光センサーOFF/ON切替付

ロータリースイッチ

標準タイプ

リモコン マルチタイプ

陽光センサーON/OFF切替ボタン付

仕　様

開・停・閉の３ボタンで操作

開・閉の２ボタン+陽光OFF/ON切り替え ※停止は開・閉を同時操作

つまみにより開・閉・停止を操作

１台のオーニングの操作用、開・停・閉の３ボタンで操作

４台までのオーニングの操作、開・停・閉の３ボタンで操作

標準タイプの仕様に陽光ON/OFF切り替えボタンが装備

チェック

操作 規　格

センサー
風力センサー

風力・陽光センサー

機　能

強風時自動巻き取り

強風時自動巻き取り及び昼間自動張り出し、夜間自動巻き取り

チェック

【製品タイプ別の操作】

【操作の規格と仕様】

本体から出ているクランクリングに、操作ハンドルを引っ掛けて回転させます。

【手動タイプ】 【電手動タイプ】

●以下の点に注意して操作ハンドルをご使用下さい。
・キャンバスが弛んだ状態で使用されますと、雨が溜まり、製品が
　破損する恐れがあります。

・収納時、左右のアームが平行に納まらない、またキャンバスに接
　触する場合、販売店に連絡し、ご相談下さい。

・操作ハンドルは横にして保管して下さい。立て掛けておくと、倒
　れてケガをしたり、物を破損させたりする恐れがあります。

・操作ハンドルはクランクリングと一直線上になるようにして回転
　させて下さい。

○ ×

操作ハンドル

クランクリング

クランクリング
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【張り出し】 【巻き取り】

操作ハンドルを本体のクランクリングに引っ掛けます。

操作ハンドルがクランクリングと一直線上になるようにし、　　　　
軸グリップを手でしっかり支え、回転グリップを握り回転させます。

張り出しは、回転グリップを上
から見て時計回りと逆となりま
す。　　　　　　　　　　　　

弛んだ場合は少し戻して、キャ
ンバスがピンッ！と張った状態
で止めて下さい。　　　　　　

操作が完了しましたら、操作ハンドルをクランクリングから外し、
安全な場所に保管して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　

巻き取りは、回転グリップを上
から見て時計回りになります。

キャンバスの巻き取りに連動し
てアームがたたまれます。アー
ムのひじ部分が、巻き取られた
キャンバスに接触しないよう、
またアームが前枠に対して平行
になる位置まで注意して収納し
て下さい。　　　　　　　　　

【張り出し】 【巻き取り】

操作ハンドルを本体のクランクリングに引っ掛けます。

操作ハンドルがクランクリングと一直線上になるようにし、　　　　
軸グリップを手でしっかり支え、回転グリップを握り回転させます。

張り出しは、回転グリップを上
から見て時計回りになります。

弛んだ場合は少し戻して、キャ
ンバスがピンッ！と張った状態
で止めて下さい。　　　　　　

操作が完了しましたら、操作ハンドルをクランクリングから外し、
安全な場所に保管して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　

巻き取りは、回転グリップを上
から見て時計回りと逆となりま
す。　　　　　　　　　　　　

キャンバスの巻き取りに連動し
てアームがたたまれます。アー
ムのひじ部分が、巻き取られた
キャンバスに接触しないよう、
またアームが前枠に対して平行
になる位置まで注意して収納し
て下さい。　　　　　　　　　

仕　　様

減速比 1：15

ハンドル回転数 ※ 約105回（出巾2m時）

ハンドル回転力 最大約3.7㎏（トルク：0.7㎏･m）

耐用回数 約3,000回（出巾2m時）

耐用年数 約3年（出巾2m時）

仕　　様

減速比 1：27

ハンドル回転数 ※ 約189回

ハンドル回転力 最大約2.1㎏（トルク：0.4㎏･m）

操作用途 非常用

①手動タイプの操作の手順を説明します

※ハンドル回転数…張り出し、巻き取りに必要な操作ハンドルの回転数
　　　　　　　　　の事です。

②電手動タイプの操作の手順を説明します

※ハンドル回転数…張り出し、巻き取りに必要な操作ハンドルの回転数
　　　　　　　　　の事です

張り出し
(巻き取り)

巻き取り
(張り出し)

※(　)は電手動タイプ操作時の方向です。

電手動タイプの注意点

・電手動タイプの通常動作はモーターで行います。
　ハンドルでの操作は、モーターが作動しない非常時に行
　って下さい。
　通常でのご使用はお避け下さい。
・ハンドル操作は、必ずモーターの電源が切れている事を
　確認してから行って下さい。

※手動ギアは消耗品です。耐用回数、耐用年数を目安に交換して
  下さい。目安を越えますと、操作に支障をきたす恐れがありま
　す。その際は、販売店に連絡し、交換して下さい。

内側 ×

外側 ×

平行 ○

「巻き取り過ぎ」にご注意下さい

巻き取り時はアームを目安とし、前枠に対して平行になる
位置まで収納して下さい。また、収納間際のハンドル操作
はゆっくり行って下さい。勢い良くハンドル操作を行うと
製品の破損及び故障に繋がります。

※アームの状況がわかりにくい場合は特に注意して頂き、
　ギアが重く感じたところ以上は巻き取らないで下さい。

正常な巻かれ方 異常な巻かれ方

○ ×

※手動機構はモーターの一部です。手動機構を交換する場合は
　モーターの交換となります。

軸グリップ

回転グリップ

アーム
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8. センサーについて

箱型（図3）

タイプ別

陽光センサー

開始時間

電波(無線)で信号を
送信するタイプ

【受信機の種類】
・モーター内蔵型
・箱型（図4）   

約２分

約２分

陽光検知状態が30分未満の場合

陽光検知状態が30分以上
60分未満の場合

陽光検知状態が60分以上
90分未満の場合

陽光検知状態が90分以上の場合

時間

解除時間

約30分

約25分

約20分

約15分

約15分

風力センサー

開始時間

約４秒

約２秒

送信機での動作が可能になる
時間

陽光検知動作が可能になる
時間

解除時間

約30秒

約12分

約12分

※アルタスモーター（受信機モーター内蔵型）でセンサーを使用している場合の注意事項
　・陽光センサーが「ON」でキャンバスが張り出された状態の時、リモコンで巻き取り操作を行うとキャンバスは巻き取る事は出来ますが、外の
　　明るさが陽光センサーの設定値以上であれば「15分以内」に自動的にキャンバスは張り出し動作を行います。また、外の明るさが陽光センサ
　　ーの設定値以下の時にリモコンでキャンバスを張り出すと「15分以内」に自動的に巻き取り動作を行います。リモコンの操作を優先させたい
　　場合は、リモコンの陽光ON/OFF切替ボタンで陽光センサーを「OFF」にして下さい。なお、使用条件については2ページ「安全上のご注意」を
　　参照して下さい。
　・センサーに電源が入っていない場合やセンサーが故障している場合、キャンバスを張り出してから「約１時間後」に自動的に巻き取り動作を
　　行う安全機能が付いています。
　

センサーの働きにより開閉を自動コントロールするシステムです。日中は張り出し、夜になると巻き取られ、張り出
し中に風を感知すれば安全(注)のために巻き取られます。（注）風を感知してから巻き取られるまで時間がかかりますので、突風には対応出来ま

　　　せん。あらかじめ強風が予想される場合は収納して下さい。

①センサーの種類

②センサー制御ボックスの種類

図1

図2

【風力センサー】

【風力・陽光センサー】

・スイッチやリモコンなどでの開閉操作を基本とします。
・風力センサーの働きで、自動巻き上げが可能です。
　(設定風速10m/秒程度)
　※風の感知中(解除されるまで)は安全のために、スイッチや
　　リモコンでの操作は出来ません。

・スイッチやリモコンなどでの開閉操作を基本とします。
・風力センサーの働きで、自動巻き上げが可能です。(設定風速10m/秒程度)
　※風の感知中(解除されるまで)は安全のために、スイッチやリモコンでの操作は出来ません。
・陽光センサーの働きで、日中は自動で張り出し、夜になると自動で巻き取られます。(設定感度25,000ルクス程度)
　※陽光センサーが働いている場合でも、スイッチやリモコンでの操作は可能です。
　※陽光センサーの機能をOFFにする事も可能です。(専用リモコン使用時のみ)

図4図3

センサーには、検知信号をコントロールするための制御ボックスが設置されており、ご使用状況によってタイプが異なります。
　・箱型タイプの制御ボックス(操作方法はスイッチやリモコンが可能です) →図3
　・風力/陽光センサー(図2)に内蔵され、電波によって信号を送るタイプ(受信機にはモーター内蔵型と箱型(図4)の2種類があります)
　  ※図1の設定はございません

③センサーの反応時間
センサーは感知(検知)してから動作するまでに時間がかかります。また、風による巻き取りでも収納しきるまでに
時間がかかりますので、突風などの瞬間的な強風には対応出来ません。あらかじめ強風が予想される場合では安全
のため収納しておいて下さい。










